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も／勺H1珂であ p , fょ。 インド農産物長期需給展望の
決定版のーっとなったインド応用経済調査会（一一





















I l際は言十1rIT委員会によ：J 1 割減にり1き下げられ1~
f第日表〉。また第3次 5カ年計間最終年次の食櫨
















CH: 2) r,J上冷 7, 172, 206ページ。しかし1960年
j 1寸：：はL，，てか ：)'ill .W,1ioを正！ ιい乙タ fに・ 1，、
て再倹討を力1えると， 1970年の域内不足院は約1開。ri
1ンに刊する。 lf!'Iは枕Ir'：，「アシア伝探究ぷ萄.J）；＇.＇.’！＇f
物需給良県ム『ノーシ 7 経済』，第 5＼：主務 $γ；, 19印船
穴参照べれたい
Ul: 3 , FAO, .¥grimlt11ral C川 11modit i, ・s F打：i'1
tions for 1.970, 1962.これによると，向上穀翌日の／｜時
，！；各国l ; m済開 f1 tJ,'lとノリに苦Lt i，ノyえでの’火山
;f'tlf主の成長＇i之でW1/Jnしていくとすれば，計i」iι アヅ I)
中 Iじ1i(，ラ 〆・アノ l カのれドfl'ii告；，，~i,, I令：が
して深刻な紋＇fa（不足に il'Ui'ii し，そのイミ）J~ l!i:i:l: 1957～59 
午、1.Y1 ' ・ Kno Jj、／か C，‘1970年：つ土2制）（n;トンに：－：，
lる／， I ／.て’.，ふJ 1.,,:, tr.晴子・c;i"・ i：ご;t;Lヤ
食料），；＇／ )/[; 1 .f；；がlirt調にi主成されれば， こjl. l】の地域l.t 
1・給自 ！： 1u,.域にた ） もや＇ IよLわil ,:, , tU：手，＇j 先進i
問では小交をはじめとして穀類余剰が見通されている




（沌4〕 NationalCouncil of Applied Economic 
Research, Long Term I'r，りectinnsof f)円nandji,r 
and Suρ，ply of Selected Agricultural Co川川oditi1・s
1ソ(i（）～61tu 1975～7{i, 1964, pp. 8、 171.
(i: ;i) れね［悶控詳述命食績t'-.i:業機織（FAO）の／；＇k：史
物需給予測に関するアジブ・板東噂：門家会議畿の報特J,
I アシ f絞済』， f持5巻市 i号お j、7f第3リラ］96,11ドを
君主!I.ιl
Ol: Ii) R. C. Agarwala and R. P. Si1】ha，れFood




























































グスロ教被（Professor of Economic旬、 Institute of 






(}l: 8) 肥料消＇t1(t品または雄総 11!1 積を~！IH月号E数とし
て収量との相関（時系列）分析を行なうと，いずれの
場合にも米との相関が高い。
(lt. 9 l Economic & Statistical Adviser, Ministry 
of Food and Agriculture, Gov. of India, Agricult1.ト














b人指数曲線 y=ab＇，変形指数曲線 y=abc',y= 
α十bぴ， 地物線 y口 α＋bt+ct2十dt3などを適用し




















































































log y士 a+blog x 


















マイソーノレ， ピノ、 －！レしつ s,J十！
（ロ） 中位成長の州：t, 弓ジャスタン，マハラ




































マドラス 3.0(3.4） ケ ヲ ラ 2 0(2.2)* 
・,7 ｛ソ－1レ 1.0(1.1) /¥. P. I 8(2.0) 
I ハール 0.8(0.9) アッサム 0. l 
パンジャブ 0.7約.8)* （；！，院長ぶ；；之ョン）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5.53 : 4.9:1 
3.59 I付3.o9I 14.10 
4 .24 1.551 ,l.04 
2I 




























































































て低位の成長率さと示すであ 7，？。 実.目！fL Jう‘し 19:10if代
には高度成長を持ったマドラスとビハールは今後
そ♂）北長速度治、純化し， J'[iにグシ γJトと ・.j-＇・ソ
サ（特に穀類）の成長率は急速に高まるものと予測l
125 2,370 
( i I 所） Eco口omicand Statistic;i ¥ Adviser, Mini-
ーtryof Food and Agriculture, Gov. of India, 
, lgrirnltural I’rojections in India, Sept. 1963 
より f'1i'<
100 i 1.900 ! カロリ－A-,¥I・



























日lj ウ品イトを知りうる州別デ←タ l こ／ノいては句（~)1952/
5:JUI；干のも rl)iかなL、。本以におけ；：， 111 湖農業 ·j\'.i,'i•>
検討には（2）のデータをJjし、た（！ポ資料は Economic& 
Statistical Adviser, Ministry of Food and Agriculture, 
（，川 《，£ India町 l 1川4,Draft、（；rott叫ん Hιit . ，ザ，¥gri-
cultural 1’roduction (.l.ll-India and States＞か i｝と
った）。 1970年巴民主！ /1／（に J J l、ては入子！えた 7一戸内
科，：1;j約上， Iリ57β8年 I:《i（＇，年）以降 υイータペ Ilt、
た。 4の詳細は『インドの食樋生産・州i別民事』（ア／
ア経済研究所長期成長調it室ms内町粁 No.9, !'1えお






」1900カロリー（蛋白質分は49.3クルヲム）である。ο， 第 4,(tU5) (J:tH:i) （出17）本稿のVd〕（｛｝），












したがって，第 1次以来のー速の 5カ年計画は， ！開拓して耕地化することも，牧草地を開拓して現
少なくともこの最低限度必要栄養水準をみたすだ l在でも不足である牧草を減少させることは， 治水
けの食糧を健保する条件を作るべく必死の努力を lや畜産食料品供給の見地から危険と考えられてい































































食 料 f',,d 
82.:l 
(8] .0) 





















































































('i¥1肝l l'¥anrnng C川 nm,,sion, ( ;ov "f lndi凡人＇ut<-.,01 l'l'rsか’t1n•，＇ υI I >,·1•eloJ,m,’nt India: 1960～（i r lo 

















































｛亡｜） 水行「Il1;:J : , ＇ド1:1,x_J、ヰ；2.1勺〉
< 1',f'li) J心九六と 1]I ¥'i料上 f)f'li/;_ 
第 8表 ｜：坂保全による食料生直二梢）JI;J 
( ,p.f山 1(,if( I007jヘケゲ L ：＼.，－，ぐ）1・H土JO()Ji¥ 




f;(j ：校 tは！丘L f ｛I 
第6表必1if'l:：こに：＇.， ft￥！，＼主1i'/iJ-1,'/)JI'.,)'
I Jji岱 I 1f1jH'f二］（）件、々 γー止、仁；内は］｛川7；こ［一り一＇
'i：昨土台以i'rJ 
, 100刀、1/rl
ドZ rn Iλ むi




:i7)1 ().J <J ll;O.clら1

























































































" i吟 iに 改良橋子の大規模な普及it1975／百年まで見込
i円／Ji!;}I ,4, :-lu> (6.23ノ〉
(, ;i- le¥. :c 2. 52 
(1l:) I, li人j:l J.:_ (F c J泌政101A'!
本 fi,J干す ( .t、: ) 1U'¥ Iii,, t・ ,:, fi flt', 
二Il j’l 約九｛）（）刀、クン パ t,_j宇It!.















































トウモロコ Jだけに期待が集中し：主jl C toらす三
改良種子によりトウモロコシの収量はへ--＇、.＇R、v ',), 第 7表 HfJi!-lif1 f宣告i；張，；＼］i[






41 ir' il't 1/1 1'占
]JI). 7 ,44 K 
:w2.X14lり
'Il ,1 <Hi r; 
渋川安定議＇－ 1(ifJif点l







lり7cii7ti I それか t'1；~ とy q：広島南J1分考ス：l万トン
とti'.i生／しごL、－？：，，
fl-ヤノJ





lural l，＇.山 tffh'.-itati,;tic,; l’丈験子ーヤによく〉 ζ ．
• ) ,・;- J、1 弘治 1 -- j , 
l二.） どイ J , ＇・ぺ’） ',)' 
l[ ;, l'/i IJ ';j , ・、ケ ＇J -.'[ ・': I二1;kr> 
iti!Iじら；＇・kg.
itl ：代’r'.t・w :I[ i骨椛伎を（［
＼ 1〆 i 1:¥1 I 
トサ
I •IIK ' ：！~）斗 iI' ()-,:Cc'. 1 





), l ~;, υ J '. f本的には：米作二期の古ijと，j、表作邦！の後にf宇
治一極，.nm企栽I討することで， lit低限必要栄養水fl/
'!{/{i'f't:iニi士、第si欠行力＇iミ，i-f1!j末。kでに U1 < ,J 
山県fl) l也ti:1700 )J，、ヶ γト／し 追加させふことが
,Q'.、＇tiとん、る 1こぴ）｝弘氏， [;flj位びi1Ld己i上1%り／ti（）～1;f“三
:1、l’._rlj（／）ノ＼ケケー；l、＇1fこり；，IX）キログラムど{r,i：，ιする）
J山十非（~車'U世 L [,J ーと Jラえられよ， UI ，~＇ if':U位、け；十；；： 米と，J、えのIi'付1/1悼l士i川村／S4:t十に 4ら.1r;jヘケケ
i1::r,11.ilill~i；に 11: ，守されご L 、る 1 ；した小》ご J危月巴·：，； '1~ : t 、 ＂·で、 lj、~ ,JI'.はじWl也1970万ヘヤタールラ Ll'-fl'l也
二十『）ーっ、Ji米i1J也［色i結五： （；－ . L.；分析て・＂ .＇、人） 三日（川7j 、ケ ＇l-!l-である i :.n :1次～第ら次，Ju1jて、
）泡m＇. ；二，：. • :, Jf,' ri'-,n社象となふ，／）；に l. C; こ＿；占、 二｝）lji j午j也（／）〆n＇：，、i九＇｝（， l 1 ＇；｛， と段階以Jf二毛1n也
JニJ:.-, i二日：; i1；らりlf.,dUhi均l日Jによ＿，，，、て； tぷ｛J¥.;[¥k fヒγノシ必咲かあふ（能川｝d
必、 I些栄主主1)Ufi:p社：保；二 ＇t'j・ 乙手し製，＇1'iノi二！立；（川／こ fやじ‘ .W:i>fJtlのAlfi必要民［土第li去に示されてレゐ。
主：＇； JH J山己しこ食品主流1Ji1i h'-iかん litJi！主＿＼）l <, i見fl:, 食糧に；il'¥U）；＼分内 2, l'Jhめろ分の 4
:mo Jj e 、ヶ＇；＿， 1- （投t1]8() Iiトノ ＇，｝＇，と Jf/r'l:必 L量一 士山脅し口、＜，け？後は）I，食賠用肥料治費尾もf円
近1t:-i/J7j I ：・，；Iい；：，oJjトJ うよLJ)lj! （；－日で／：，パ、 )Jl :_ 上一｝！ しかし i:f'i1:1友に示される肥料必要最；は
これは｛仏flに上・＇） '.!.7 ・；；トシ、 上｝会保七二三7Jj ；ぉ：i／く,; l・J1l1[J坊！HJ（.：.山、 Ci士N七1¥0:,1, ,ih~ti委 t-1_
lン司山n悼 f今；；l:¥I Jトシ山ぃI・ :1:¥7 1；、 J ,J) )',Y/p( Jミfh見♂） lJ -t1ハギ］'.! :, m cあふ n
/;,WJiキ－： ), L、浅会（／） 1ゴリ（iブjト〆うj,;)l曽庄一を}jit,/j己v二 二jL i.t, I肥料生産につL、に註欲f内な第：1次与力
期i与する J こり／これに：tヘケヤ」 IC'j fこIJI'¥ ,¥.t K 
¥・ l f ケヲム v)J血！！と；二上心 J＜；ヰ産5}t:¥(上i、十 lJ if "-jム
として：l(ljl)}j 、γγ ＿，しが， 自主月とされねば／：；＿ :・, ! C 
L、｝ N~ 1はらカ年計一凶l期以降の施月E必要民i棋は泊
り表のと ）; :Jで、 第：it欠らカ千F,i1-i1ui*tでit I'¥を
用1，，，以｛をI人（），を普及Lていく子,i:であるい 21 , 




ケノノー’しマ －v，心｝ 他月巴均＇1~ ： t I' o日：nr, ＼ソゲニy
、ケ・； -・［.、＇i/-:) ![,'. i止1XO万liムケノム -:. ,j, 
:f.,;i 1ti I i僚が達成主れたとしても， 14内生産量fこ
けでit食糧必要量の生産達成は， とうてい不1J能













第 P袋 j血肥 U よる W：以＇t肢 i円JI分
(J¥i.位.j主l積 z100万ヘクターノレ，〈 〉内は1附万エーカー，生産量＝lOOM/T)






(74. 45)30 .1:-i 
(28 K4> 11.67 
( :-i9:l> 1.59 
(107 .22)43目39
12.96 〈〉
;, 0三 '.:l .()6) 1. ~,j 0.:-!7 
（｝｛討i 〈（シ2.桶）'.cI.:¥1 6.38 






けい｛企：： j(tif責ニ1007iヘク 7ール，〈 〉内は100万エーカーj
i豆類l1Ii1i積i ノ｜：産増加分
iF ,k I増 /Jil 分l ／）（）（）万九い
！（附＇ ;, )i而崎市imI施肥（［＇； 0,,);1 ,i 
ゲール l による分による捕産分l
く26.27)
19りふ灯り JO Ii.; 九九日 :; 10 K Iゴ
x.o:¥) 
1970/71 :u凸 1.63 0.2リ Ul2 
(8.45) 
1975/76 :i. 42 1‘71 0.,1 2.02 
t骨力LIif f「1・
(12.7λ〉 K I、！〉 :¥.70 12. :Hi 
17 .:11 
(il所）第 3Jiに1,.ar_: o 
に土地改革， ；~：刻温織（／）変革，その他農村開発，d
i両ij(Community D引，elopment Projects and National 
ExL伯仲l川 1Servi,・c, l など lニ；~まれる，；t·1l女策がふりう
L、ずれもここで論じた農業投資の効ネを高め，
業開苑計画の埠と is.る重要f；.要因だが‘ これ C，の
効果をd卜量的l二見併することはまどさかめてl:f!難
である。したが〆J てここでは省略せiざるをえない。
CUd) イン i 人nの lLi l人当f,1 l'Y,j栄長1':!r,' 
に合まれる動物性首ピI質量；は 6.7グブム（13.6%）、＿ Ht 
,:Iされる。先進国の場合は50%近くに注しており，小
人‘ l¥.J，月者な /' (L•：消費対？？行慮し〈工、イン i 人 l I 
l人1日当た（］換』午表示ゾノ動物性蛋r'.1'tl , I般紙10.ソノ
ムを致ーすると婚：iHされている。もちろん，インドの食
脅怖にIj:厳格な来ft主義足あけ，特仁r¥ifン f;J 1- );-, 
上LI‘._) Vース＇ 1:', ＼勺ま／－ > ＼・イナれ’（；＼1:1には）.！、く :l'
河化し℃いる。 IJ:;j,;i!J例をみても庶民には fーがでにく
1‘，；： ｛＇：食はと l↑ i,_本F，：でり i ，；ーやがJjf,Jl'l l'i 1' 1 fi:i i. 
む I_ • ＇低い場介己少なくれ、～逆に fン iや中'itゾ川、
h'•j f＼＇：泊、食•＂.る：－ r-r-111: :, f11売fっi I ）／；•け〈これ
ま，＿， ／みるかじJに＂.；（ h白f！勺氏物｝）1-・, ：、；h；級菜食料J'I↑
26 
¥ 'tよ活引 I.)_.r,u）セ／プ、じ｛午らiI／・！＇［よ高級手 If,: J、I)i1 
カI'IJーと動物性ihr't'N.枇ではよ：付ーであろう。 しか！，









UU9) Preliminary Draft by Planningじommis-
SIO口（PerspectiveDivision), Gov. of India，λTotes 
on Per.ψ山 tiveof Development India: 19fjυ～（jl to 
I975～76, 1!64, p. 45. 
( /1'20) di tf'., 1彪lit＇.えよとの投ヘれミ訟は主仁%以役場
、あるが， i!Urはサンメル決i誌のけ刈りなどに jる尖ず
j滋締企もtj-なわれてきている。
( l-l:21〕 Nは護紙約百，，こ. P20，，はムHtiこ止くさに
；！］＇句、る。社 idi' d壬地に N/ P20るを似!lする。 一般差是t誌
はNの｛史川になれてさており，第5次 5ヵ-4三，ll副以降










窓口事： rt滋1:.1守：片i肥料必要以土生産IJ,'，虫｛ザ1 (iji.f>'r:. IOOlj"/,) 
' i二q在tl[1来白生Jヰ同 食出生産府側月巴；； （ド，oil月巴料の制要ぷ iメtri'-:n-削 轍1) アジのF1t
,: ' 肥料町
必 E芸品i の りI ・ " ！長望値（ci
'IN）必要 全止 ぢi 1.: Ii (, ,d‘ ! N I九0-, i I¥ l'/), N P,< )-, 
乙＇）刑切｜分
l'.l行(J,(il :o J:l i （｝（｝計） (O.:CJ) 0.07 
1%5 fifi l .:OC> 付与H o.!'Ji 0.'.} 。ーら O.三
lリ7071 （） 日日 0 0:1 (I付与 。18 ;¥ l 1 l l.75 0.75 り.Tl. 0.29 
lりT,,71; O .SJ 0.51 （｝（）わ 0.:,7 ：＇，《｝ I .H :-l.O 
l色｝JI・必要lei; '!. 4 l 0.:,1 ll.hり 1 2:1 ; 
I 
( ,.) I ＼＇人jは人；－.1f ・1主：，； uブ
/ I I I_) I l'l山口口lng ( nmmi,,i内1,( ,m・ of I 1clia. Preliminary l lrλft，九ケ＇＂＇河川， I午rゾJ/'ili，，.刊f／），：’パ・lu/J/lt'/t
J ,,/i, !:Ii／～Ii/ lo f</1:i～;1;, l'Hi-1. p.λ，＼. :J l’／ "./o;r・1: ！りi!J'.'/l.t （十えi:1）の IJ,'.'/l_f:/1.,
はほほ：＇ > -,/J. -l:)();J '.・ ／、 ~'lt:’銭→ 7λ If ～ l:!li
Tiトノ 1二心勺 I:1¥ 1:,:h > イL ド，；＼1t1[Ji:~ i会cl)iリ70
71午iわI)Iて執'J'WLi¥！け際は l｛志o:,ri())j: : である
か（｜幻『 こい I悼i土’'rli＇要MS'{f1古／て〆、 v .; :・  I一・：、
.,: ,l）て二、＇iI主「正目標桁要M宅fl白ξJ寺三て.：r1.支
えI;'・ , 守 lすどと 111 )1IJゲ）差異： tふラト、イ(f品
I J ~－：入穀正良市安／1昼 si!f1/(i t ,fhl!i委民会山立校総治安l!
!.:£{ 1白とはほ一致 1ζ） ,1＞けであふ J 問題It,;!1山！委tl
二二はこ，／）安t(1i'｛合生戸主 lM1とLこ， ＜，ニーで‘ 二j1
;'.,¥i主Ii比主 J1J,:JH*(ifヒ；上：工場十〉の，I.／；ヘ 1 悼と
だj見r,f能十j ': /): l}Jl/il題亡、ふ ζ 二Li仁 ；，出去の経験
j日 j、J!: .;-; i）ご Jト） .ム 伎主W,M＇~＇つが＇Jj(,j f士＇~さがJ 1 Ar 
i E、 fザ ; c'J中立鉱工ぶ要i工今後、 人il;, iこし、Iザf1~］ ッ！）
1比長とと 1，じ2、J('l-lーらも【りど f’il1J,':) I ,;, , ffに，i,':j
級殺到！（｛、＇ ＇卜Aと） .,_1)',l;；＇・要（土、 山崎殺'JHc長f；絞）
／；ミ：－，尚紋穀預.• l' J'c"／，；！要移行傾1,'j1ノ）JIU》十）， 生産IJK
1.i:¥t.: 大~に u,,1 る高要J('j とん て現われ、総穀
cl) ;j毛利。土結）pj、米，，J、交の供給不足を補I実jζ）,.C: < 
出貸δJLて実際iニ；土表面に現，われたいであんうり
結局、 イ／ドグ）穀t浜市給it 1970ffにJ_jL、什：：%70
}j～I U007fトン山 fj己全q二fうど （’iUIJ,_';: i L ;:, ' 
, ;_ {:. I 、，＿11 外貨保 ii’州、 q~ijjff走行‘ J,'H1{c1f!t、ネパネ
「1:~;;,; ／，、 l〕 /i--~ 'Jiμ竿i二二 At/:H (I）不足／；，，： 山七主総
人；／，i＇更L L C現われて1 二日Ttr'. 、で！払 y，う！ ？内
J＼］，－，＇「人｜ l ;, 'i七：1i：止似,i'j賞FL:l; ，，；山！ > ': ，、 ：， Iド
ーとtむが；i士強制的；：パサ J スさせらJLてしま .・！ u し
／：いし食悔不足；t快強くぷイI＇して残ることになる 3
•cmのW，； ~;t r’；l!IH土ま／ょ卜jjでなレか， 元Hi欠5 /J 
'1・,if11hil j際と本航のVでよIミした保健必要最のL‘ず
j L ｛，達成は是正LL、であろうけ したが， p てfン｜ご山
ft揺れ給化は妥l,1次 5カ年計i由i最終年次 (1970/71
'I）に_J-_5L、ても実現 Lがfコ、ことになる。第5次
5カ年，JUli ( I 97 1 Tl.～75/761j'.）以降における見通
’けかむ慎重な研究を必要とするが， インドfHIJの
うI析では I97;J/7ti ,vにJSL、ぐも食糧（リ土；；；－む） ,.t 
判 （）J～九00}jトLかん 900万～ 1000}J i、〉の不足
じんるJ,:c・At/J、あるとt旨｛商している （1.2:l）ハ NCAE
iふり分析 I1:.21，では 1970/711,fに穀｛fi:ll5万トン， L
誠l())jl、ン tハ》;i'ミ乗I）がで宅 197ら／76年には穀頬56りTi






·:·'i'L ＇~1J•l\.1tf11'i: 九、とであるか、 この！日i題山研究tJ J]lj 
fl',：；二I長り Jこ＇，＇.，. 、、すれにせ上 Vi二述ザ＜t.:,lY.)i策it 
ft続不足のi架空lj{ヒを排除すあための最ノト限の必要







入 1 (; >i P (100万yレピー） 1人当たり GNp（，レピー〕
高ロの f’／＼＼lj ｛！王 I の予測 ;i:j iて！の予測 ｛氏 iiの予.， au1 
(1）アジア経済研究所 540,155 267,180 232,080 494目6 429.7 
(2) N C A E R 
54目。900 :io1,1so* 552.8本




i庁vJHJl1JIJ'l月!J]( 46ページ）でJiL:tLた，っきp0 ）凶 l己 i~i j:J桝泊 ）j￥，りにでJlf討！？隣幽しである。 Y1ニ8.02+0.82063Yi’ 
(I¥ ！庁） (J)白i,ic'Ci: l〕にJ／兄9止されているアジア主主/1'研究！肝以JU］波長調伐の付ιii/i（をJI！し、たυ (2) li／記 Ci:,l) 
I】お. ,.:1 ,';1 f己 OU4)p. 
（臼：22, ,1i ' （注20）大
C i-1:2:l) il ：，己 (il:4）なWi0














































'I/以内12.5%減）に険りすると，本 tf:j0) !J毛:'.1 i/（では終J




1 9 7 0年 19閃年代 1960年代
69,192.0(47,oso.6) I 3.7 
15,070.o I 4.7 
5,050.0 j 7.0 
8,841.4 i 2 .0 
12,134目4 4.8 




















































































































-1 ,on.o I -3,990.61 
麦 I -2,516.7 I -3,950.5' 
モロコシ｜ - 49.9 I 15.5 
レ、＼ト if :l 9 . 7 i 1 , 26(U 
ゾノレガム；I I) . 
ス l大変｜ I i I I i全穀類； 3,318.9 I -6,665.31 I I 
（内〕 (1) ( ）内は精米換算。需要とバランスは精米換算。（2)< 〉内はL/T表示の原資料の数値。
Iは『アジア経済の長期展望』（前記注 1〕における展望館。使用データは全インド合計で1960年まで。
Hは本植民fの州別・地方別展望値の合計。使用データほ1962/63年まで。
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7,484.51 l l 
自，842.7}19,086.] >24,710.:1 ') 










































































































































































































































































22 rn 一一一52 
























:. - Jレ j[i 依 19伺／1;1
, (1000エーカー） i 1970 
収 主義 I1960/61 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































369 3:l8 17:l, 
(281)280 049)150 くお）7：大米友＇~豆類 L(4）～（6) 
396 19,l 13 ，ラギ，フ、モ－｝レミレ山ト L(l）～（G) 
1,615 ,;94 9米，小麦． トヴモロコシ 上（l）～（ι）
2 254 l 037 120 
(339)354 (336)3:H 111(222) 
396 390 (250) 
(548)572 (23'3)234 1 (2＞！米，小変，大変，パジラ，スモールミレット L(l）～（日）
883 ,104 I ;¥(I）トウモロコシ L(2）～（i) 
1,955' :n ]()9米 L(l）～（Ii/
2,040, 40 122その他
550 :187 156(147）！米仁川～（Ii)
71 l ,l25 !64 
1,075 12 17< JI心その他 1,(1＼～1,J 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大災 l 全般類｜全雑穀 l 全 区 類 l 展望備の推計方法（1)
i 11,1001 5,183! i,6521米，ジョワール，スモールミレット t(1）～（6) 
(II l:l,'.2791 5,685; (1,100)1ノ吋ラ，ラギ 6カ年平均
4671 <:, 11)3151 94<97:、米 L(2）～（;i
'i191 3321 9斗
(5, 180)5, 1821(1, li29) 1, li3l 99(102）米，ラギ，ジ百ワール，スモールミレット L(l）～（6) 
(l) Ii , 890: 1 , 887! 105全li類 L(:l）ぷ（日）
11 山町1;91 1,1,4201 s,8oc11＇.校、小麦， ヅ3 ワール Li3）～（品｝
,.11 :n ,101 :01,2341 •5,810）’じラ，ラヰ町 トウモドコシ，ス－le'-Iレミレヅト 6 カ "T· ＇ドj~j
20のI 2501 2351 (177)17X 
200i 2771 2201 184 
2：＜ι，201 )6, 200'(4 ,557)4 ,554:1,o:lO(l ,035）パジラ L(:1）～（日）
'.! 7守山3 1,6段4 1,04（川、ウモロコふ
:1c13! I －・米 L(3）～（ i
-120' -I -I  
:i :-161 :I 米山～（日）
I 2911 I 
1241 I 
l:!21 
5 j,¥,-16i I l ,2631 2,85日｛米， 4、友，ラ干，全豆沼｛， トウモ口コシ，ジョワール L(J）～（6) 
(5)1 16,4761 12,9451 3,0151パジラ L(3）～（6）平均
200: 226(221)1 <171) 174! 112(104)1米 L(l）～（6)
ι111 292! 215 12Tヲザ，ジョワー／レ L(21～（6) 
l <3,19'.,):1、2671<1,9:!9)1,958 :n9<297>パンラ，全豆類 L(l）～（ωトウモロコシ，スモールミレット L(2）～（6) 
,:c, 4、Sl2: 2. 784 38＇.：小友 L(3i～川
1 9, 716j 3651 1,260米，ラギ，ジョワール， トウモロコシ L(if～(6) 
(1) 10,925! 466. (1,260)1 
；出4！ ノiSti>167 172(1ヲ9)!'f: L(2）～（1¥) 
,72, 2:18, 215 
(3,7W川，7-¥5/ (57)611 :! I 7<251）：トウモロコシ． ラギ L l）～（自）
(1)1 6,252i 111 271スモーノレミレット
468; 11,3321 4,8721 6,5311米， トウモロコシ， ジョワ－Jレ L(l）～（6) 小宣伝 L(2）～（日）
! 19/i予1I ]J，：；リ5 5、376[ 7，。82大 丸パ ジ玖全豆類 βカ年平J'.J
:,H 3七日（＼Ii) 2291 3Vi fト0t L(l）～（か
ふ17, :', l O 287i :10:,1 
16114,138(4,092)1 1,11日 2,064＇米，パジヲ，ジョワール L(2）～（5) 
(172) 6,8341 1,54'.3 (2,500），大変，全豆類 6カ年平均
1守l(ilij l片町7601 1 i,9071 7, 37f>1ト変，ジョワール，パジヲ，トウモロコシ，スモールミレット L(1）～川
l ,:!S} 三仁730[ 19，臼3, 日，702来 L{2）～川大変 iカ年平均
げ1 li湖、 1•i7)1 1:ni 158パ／、ラ L(l!～（自）
489! 2151 1711 181, 
5.483, 316(3, 292)[(2, 243)2,2501(1, 165) 1, 1691米，小麦，大変，ジョワール， トウモロコシ，全豆類 L(l）～（6) 
バ'2,7 5‘1 1 J,355: 1,577スモーノレミレ、ソト L(l）～／5) 
1:21 ：米 L(3）～（t,¥
4日g; i 
.1 373(311>1 ・I 米 L(2)-(6)
509] ・i 25り
157,1:ii,>I -l 1 
:.-:S4 I (1) 
4,54:ll :n，山5 H,0411 11,281帆，小麦 L(]i～（有）
4,584[ :,7,1311 14,316! (11,800)1 
:,641 (307)3101 251 , 334'* Lill～（日）
,j [81 ¥841 3111 _. (326) 
1‘1iS日(10,3S刷・10町505i(3,Sl9,:; 5223, 7,i:13, 767ち／ト九大麦，ヲギ， トウモロコシ，全豆類 L(l）～（6) 
I, (18 11, ヨ.ni i'.4541 '.3,847) > J ワール， パジラ， スモールミレヴト 6カ年平均
96i 11 , 7721 ~901 I , 91:3［米，小麦，大変，全豆類 L(1l～（日）
(182l I 12, n4nl :i6sJ 2, 465［トウモロコシ Gカ年平均
lリポ 1り4! 2171 20J!iと L(2）～Ii¥) 
HIK 175 288! (201': I 
！日，5,456.,,,41は〉｜ 6:-l :18刷、Jふ大変，公豆類 L(］）～（6/ 
56 6,006 105; 4951トウモロコシ，ジョワ－1v，パジラ，スモールミレット 6カ年平明
1641 ' I 
1701 I ! 
どふ!2_:l96! ・I 
,135i ・I 
(84)65; -] -I米 (3）～（6）平均
































ニコ，、一／：Ji fi F直IlYtiO/(i] 
(1000エー力一l 19,0 
41'. 尽 1%0川i
(kg iエー力－ ) 1970 
i fjム it ['J(i（）九社






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I l, lJ21 



















いけ 1%216:l, ( 
：を） 7j 
, ＇.勺 If：今 i＂と未：攻， if"i・ ーケ ，r,1(i h’； η ！？【向
(riT¥'1 -1、＇I-pY,-I .0封1・,rn-.:11 ト
'-. -.,-: I 
／ ーノト｛
,r t:"1-,;, 
il tわ，fr一一々か人 Fで＼ I；＿＇・ 、 I；（守i/i J)jjf ,:I, l j!;( [!I] 
ν ！ ( !i京と』児話 ） 外j,f,;i/i'.) ( iJ{ '-1{1'() ＇.ηHI采般で
わ ti:tノれて L Zし＇）乙 ’1, 1;(' f：け己主，ifl-t・T一一ケが Ji-,
, '. I, i',t ,'/ :I勺L I I，うって：1(';1/［のHLI ，て［ i:¥( 
"r ！日i♂）子ータ（〈 ）；ご Itl, 1＇，ぬ分）売 JI!,、といる
IL {;,1J 
単i-'r 「Ifオj(fj在ri(Area）二I似）I)acres 
Jj兄：，；： (Yicld1一ご 100kg per acre 
1!0i1r' l詰(I予roduction）二 1000Lo日日 tons 
l!I HLI JiiJ、
() LS7；～li2; ---1%71年～“2.l1j'.(！）’j、＇［－／， j ）芳
{1/iノピ 1T和t}jf,'A linear(y d 十ht）によけ irl小
！’Il"法三19701!'-tで外HI.t: I, ,;1ι 
E:'i71～621’は1. 1，；仁川数ilk絞 ）jfr' J七(logy
lop, a iん／οgti （’て外J,[I. t・ t, ,r. 
le) ペ伊;J> 全殺fj1 I，小し ；、ウ －［ p ＂々
ごl l i i斜fT占び＇,¥7 1 ¥JIH/L I が閑何十なj忍（ti 打f,;! 'i: 




I イ、t{LI1:JII', -t、＃c.:I¥'Hflt Di日どcloratc0f Econ利
mies川 ulStatistiに人九＇linistrvofドnod& Agrinil-
tu問、 （;ov. of India工I）人下 lt・ 1%9160～ 1%21/i:¥ 
jド山i主結！トIt寺子、叫フークに♀；／、予、 ilg-,-i<"1dt11ral
Situation i1 India ( August- l昨日比 ］匂61& l)β；l) 
イl ,' ;cれて同ム内'fic! I二件川町！］ヴ一 , 1i i叫57/Sおfド～
1 %2/fi'.l 1ドf: ノ ↑ :'{f '.? ;); 5 勺If三日十!OIi:i）斗2げえ～不：tけ：
日り cr;:1，可第2年＇（f) : '. l, _r-，，；：性）8 I / I, ） 二
二ては何fcl'c.＇；再1'.f；－ でJ%9／β（｝～61 •6:20 ：三、I' I'＞ι＇） ) -
Y二19711/711「－ 7, f)" "il/11 il -7, -¥:・ J:z : I 1 ・ 
三 1'!70’T-', IJ( 4!{i!: 1 l ;r( 01) _c Iて1!j熊：； t ／）辺＼1＇－て
川しト J/'.('" C'〕外村，fir:ゾ） HI長主主 （'[: ,;( l市街× J!ZI己j
': I －；：昨日い ：、.".) ~. ‘ ['ir阪主 f寸 r.J['z l:'r CfJ )J＂む［品。 I＋」
)'( 江：i,Jft Itパl手，） 1( "iヰ日ljド，j;. ・j'-'' ・, コjI : : J,c〆｝
ごi<'.f,1 t;: it ,1';i i' il Ii'.守l1111λj，五，：－） Iγ あろ
Jータ（〕rc1rm,<,
19fi7／年， I9S8/Ji人 19/iO/.fj". C'パlij二啓一山七、 サ、ふ，令
;1,f!.t, 1,,1舶の＇［： i辛，－川、と｛ > l)i、Jータ t;.,'! I 
史，；r:qtt iのであ乙（ I ／.，也 L, : u, pl;J：手段門付｛








スモールミレット lノf ジ 子ラ 7 ギ 大 ：変 i全穀類 全雑穀｜ 全豆類
12,101 28、2:m1 行、7おj 7,965 222,485 107,491 57,340 
12,245, 28,0β1 日，760 7,9lti 221,9:-lti 106,850 57,667 
56,372 252,561 118,037 63,773 
1131 2倒l :-l54 302 212 217 
159 112 285 :MS :;o1 210 216 
159 I J:l, 2871 356 :10:1 213 216 
220 373 261 232 
1,944 3,177' 1,654 2,821 67,239 22,763 12,452 
1,949 3、l'.H 1,640, 2,Tl4' 66,805 22,457 12,467 
12,:l件9 94. u1 1 30,805 14,803 































































































































































I (I 44,842.9 ,t] ,745.5 0.6210 
l'Jl 48、9,12.7 4S,:l46.7 (I》） 0.6487 
1. ゆ 42,804.5 ,10,176.6 0.623 
、－.，－「守~ . ' 
（イ） 7,380.4 0.8698 
トウモ口寸ン iつ） 10,tilK.5 8 .621. l (a) 0.8•19持5
7,897.8 7,087司4 0.8786 
単一一一一一一
6,142.4 5,499目4 0.7433 
トウモロコシ （口） 9,923.9 5,963.4 (L) 0.7433 
, .、9 ;),744.0 ;>,258.1 。ー7456
小（小小麦麦粉換を算含のむ麦） ｜ ！ 
（イ口）） 
23,880.6 21,463.1 0.69 
24,438.1 21,599.4 (a) 0.66 
什 22、433.2 20、059.9 0.68 
1(1 ｜山71.3 I JOG 034.7 0.84 1.22 
ノi、-殺 j漬 （ロ） 116,578.9 107,332.8 （吋 0.84 1.27 
やす I 109,975.2 103,451.3 0.84 1.10 
｜…！リ；.464. 9 (() 。.70 1.04 1人間消費量ま（総消
1そ τ十1凡え 煩 1【J) 99,8,16.7 り：｛，114.6 (Ii) 0.72 i:~~ ；貸鼠の12.5%減）
（ノ守 95,612.9 90,618.7 0.71 
間 (1) (1)=yて叶／み
i'(;NP), y二 I人当たり消費量，守二ニ必要の所得11性値， a,1,はパ 7メーター）
(2) (a) 『東南アジア諮問の重量・畜産物バランスヨミ』（アジア経済研究所研究参考資料第49表）（消費データは生産
一（怜出ー輸入）？見かじの出費量ユしと算出），， (b) イ γ ド政府の原資料（消費データ L立生産一（輸出ー輸入〕
-( l中子なと，お＿，；；料， T業m減耗分. {ii京）＝時かけの消費隠として算f¥I,たもので，（同よりも fJ12.5%減）。
〔長期成長調査室専門調査員〉
3ラ
